
教育こども委員会報告資料 
 

 

報告第35号 学校給食費に係る訴えの提起に関する専決処分について 

…Ｐ１ 

報告第36号 学校給食費に係る訴えの提起に関する専決処分について 

…Ｐ３ 

報告第44号 学校事故による損害賠償額の決定に関する専決処分に 

ついて                     …Ｐ４ 

第３次福岡市教育振興基本計画の検討状況について       …Ｐ５ 

学校プールの今後の方向性について              …Ｐ16 

箱崎中学校移転新築等について                …Ｐ19 

庁用自動車による事故報告について（第一報）         …Ｐ21 

元岡地区中学校校舎等新築工事請負契約の締結について     …Ｐ24 

就学援助の申請書・認定要件の見直し等について        …Ｐ37 

総合図書館空調設備更新工事請負契約の締結について      …Ｐ39 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ６ 年 ９ 月 

教 育 委 員 会 





報告第 35 号 学校給食費に係る訴えの提起に関する専決処分について 

 学校給食費滞納者に対し、滞納学校給食費等の支払を求める訴えの提起について、市

長の専決処分事項に関する条例の規定により、訴えの相手方ごとに次のように専決処分

したので、地方自治法第 180 条第２項の規定により議会に報告するもの。 

１ 事件番号及び事件名 

 別表事件番号及び事件名の欄記載の事件番号及び事件名 

２ 訴えの相手方 

 別表訴えの相手方の欄記載の者（以下「相手方ら」という。） 

３ 請求の要旨 

⑴ 相手方らは、本市に対し、それぞれ同人に係る別表滞納学校給食費の欄記載の滞

納学校給食費を支払え。 

⑵ 相手方らは、本市に対し、平成 21 年９月分以降の滞納学校給食費に対する福岡

市税外収入金の督促及び延滞金条例第４条の規定により計算した各延滞金を支払 

え。 

⑶ 訴訟費用は、相手方らの負担とする。

との判決を求める。 

４ 事件の概要 

⑴ 相手方らは、いずれも本市が実施する学校給食を受けた者の保護者であるが、こ

れまで多額の学校給食費を滞納し、本市の再三にわたる督促又は催告にもかかわら

ず学校給食費を納付しなかった。 

⑵ そこで、本市は、相手方らに対し、滞納学校給食費等の支払を求めて、別表支払

督促申立日の欄記載の日に支払督促の申立てを行った。 

⑶ この支払督促に対し、相手方らから督促異議の申立てがあったため、民事訴訟法

第 395 条の規定により、支払督促の申立ての時に請求の要旨記載のとおりの判決を

求めてそれぞれ訴えの提起があったものとみなされたものである。 
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別表 

事件番号及び事件名 訴 え の 相 手 方 
滞納学校 

給 食 費 

支払督促 

申 立 日 

専決処分 

年 月 日 

学校給食費請求事件 

円 

111,524 
令和６年 

２月５日 

令和６年 

６月７日 

学校給食費請求事件 

106,253 
令和６年 

６月11日 

令和６年 

８月20日 

2

12041
テキストボックス
※福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められるおそれのある情報については、掲載しておりません。

12041
テキストボックス
※福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められるおそれのある情報については、掲載しておりません。

12041
テキストボックス
※福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められるおそれのある情報については、掲載しておりません。

12041
テキストボックス
※福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められるおそれのある情報については、掲載しておりません。



報告第 36 号 学校給食費に係る訴えの提起に関する専決処分について 

 学校給食費滞納者に対し、滞納学校給食費等の支払を求める訴えの提起について、市

長の専決処分事項に関する条例の規定により、令和６年６月７日次のように専決処分し

たので、地方自治法第 180 条第２項の規定により議会に報告するもの。 

１ 事件番号及び事件名 

 学校給食費請求事件 

２ 訴えの相手方 

３ 請求の要旨 

⑴ 相手方が、本市に対し、滞納学校給食費金 102,551 円、平成 21 年９月分以降の

滞納学校給食費に対する福岡市税外収入金の督促及び延滞金条例第４条の規定に

より計算した各延滞金等を支払うことを命じた仮執行の宣言を付した支払督促を

認可する。 

⑵ 督促異議の申立て後の訴訟費用は、相手方の負担とする。

 との判決を求める。 

４ 事件の概要 

⑴ 相手方は、本市が実施する学校給食を受けた者の保護者であるが、これまで多額

の学校給食費を滞納し、本市の再三にわたる督促又は催告にもかかわらず学校給食

費を納付しなかった。 

⑵ そこで、本市は、相手方に対し、滞納学校給食費等の支払を求めて、令和５年

12 月 19 日に支払督促の申立てを行った。 

⑶ 本市は、この支払督促について、相手方が督促異議の申立てを行わなかったため、

仮執行の宣言の申立てを行った。 

⑷ この仮執行の宣言を付した支払督促に対し、相手方から督促異議の申立てがあっ

たため、民事訴訟法第 395 条の規定により、支払督促の申立ての時に請求の要旨記

載のとおりの判決を求めて訴えの提起があったものとみなされたものである。 
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報告第44号 学校事故による損害賠償額の決定に関する専決処分について 

 市長の専決処分事項に関する条例の規定により、学校事故による損害賠償の額を決定

することについて、令和６年７月 24 日に次のように専決処分した。 

１．損害賠償の相手方及び損害賠償額 

損害賠償の相手方 損害賠償額 

８３，５８９円 

２．事故の概要 

令和６年１月 22 日午後３時 30 分頃、教育委員会長丘小学校所属の会計年度任用職

員が、同校の倉庫から出るため当該倉庫の扉を開けた際、当該扉が強風により勢いよ

く開き、当該倉庫前に駐車していた相手方所有の普通乗用自動車に接触し、当該車両

の右ドアミラーを破損させ、損害を与えたもの。 

(1) 損害の程度

相手方所有の普通乗用自動車右ドアミラーの破損

(2) 過失割合

相手方 ０割 本市 10 割 

(3) 事故現場見取り図

 

農 具 倉 庫 

相手方車両

法 面 
平面図 

会計年度 
任用職員 

強風により扉が 
勢いよく開く 

倉庫扉 
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学校プールの今後の方向性について 

 

 

１ 学校プールの現状 

（１）水泳授業の目的 

学習指導要領において、小学校では、浮く、呼吸する、進むなどの課題を達成し、

水に親しむ楽しさや喜びを味わうこと、中学校では、クロール、平泳ぎ、背泳ぎな

どの泳法を身につけ効率的に泳ぐこと、また、小中学校ともに水の事故を未然に防

ぐ知識や技能を習得することなどが目的とされており、水泳授業は実施すべき学習

の一つとして位置づけられている。 

 

（２）福岡市における水泳授業の現状 

   小学校では各学年９時間程度、中学校では各学年 11 時間程度の授業時数を確保

しており、ほとんどの学校で６月中旬から７月中旬にかけて実施。 

 

（３）課題 

・指導や水質管理が教員の負担となっている。 

・天候の影響により、計画的な水泳授業の実施が難しくなっている。 

・プールの利用は主に６、７月のみで稼働が限定的にも関わらず、設置・維持に

は一定の費用と校地面積が必要。 

 

２ 民間プール等の活用モデル事業 

（１）目的 

   民間プール等事業者に水泳指導を委託し、専門的な水泳指導による授業の充実や

水泳学習の計画的実施、教員の負担軽減、学校プール維持管理費の削減等の効果を

検証。 

 

（２）実施状況 

   学校の規模や民間プールまでの距離など学校ごとに状況が様々であるため、段階

的にモデル事業を実施。 

・令和４年度 １校（壱岐東小学校） 

   ・令和５年度 ３校（壱岐東小学校、高木小学校、田島小学校） 

   ・令和６年度 ４校（壱岐東小学校、高木小学校、田島小学校、西長住小学校） 
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（３）検証結果 

モデル校の児童や教員へのアンケート、また、民間プール事業者へのアンケート

等により、事業の検証を行った。 

 

・児童や教員への授業後のアンケートにより、専門的な水泳指導による授業の充

実や教員の負担軽減の効果が確認できた。 

 
【令和５年度アンケート結果（抜粋）】 

対象 質問内容 肯定的回答の割合 

児童 
水泳授業が好きになったか ３校全てで 90％以上 

泳ぎが上手になったと思うか ３校全てで 80％以上 

教員 
児童の泳力は向上したと思うか ３校全てで 95％以上 

学校プールでの授業と比べて教員の負担は
減ったと思うか 

３校全てで 95％以上 

 

・天候に左右されることなく、計画どおりに授業を実施できた。 

・学校プールに要する経費とモデル事業の委託料を比較すると、長期的には費用 

の削減効果が見込まれる。 

 

【学校プールに要する経費の試算（１校あたり）】          

内容 費用（80年間）（※１） 費用（１年あたり） 

整備に関する費用 

（新築費（※２）、改修費等） 
584,143 千円 7,302 千円 

毎年発生する管理運営費 

（水道代、ろ過機保守経費等） 
－ 1,442 千円 

合計 8,744 千円 

 （※１）使用年数を 80 年と想定 

 （※２）新築費は、新設校の実績をもとに算定 

 

【モデル事業の委託料】 

     令和６年度の１校あたり平均額     4,470 千円 

 

 

・市内及び近郊の民間プール等の数は限られている（約 40 か所）。また、民間プ

ール等と学校との距離が離れている場合や、民間プール等の受入可能な人数や

時間帯などの条件が学校側の事情と合致しない場合もある。 
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３ 学校プールの今後の方向性 

モデル事業の結果も踏まえ、民間プール等を活用できる学校は、活用を進めていく。 

 また、校舎建替えや新設等の際には、民間プール等の活用のほか、学校プール施設 

の共同利用などを検討する。 

（１）民間プール等活用の考え方

民間プール事業者や学校等と調整の上、順次活用を進める。

対象は、徒歩またはバスで、片道 10 分以内で民間プール等へ移動できる学校と

し、原則、民間プール等の最寄りの小学校を優先して活用を進める。ただし、近隣

に建替え・新設等を実施する学校がある場合は、個別に検討する。 

（２）建替え・新設等における考え方

建替え・新設等の時期が到来した学校から、順次、民間プール等活用のほか、学

校プール施設の共同利用などを個別に検討する。 

※学校プールで実施する水泳授業の充実等については、引き続き検討していく。

４ スケジュール 

令和６年度  民間プール等事業者及び学校との協議・調整 

令和７年度～ 可能な学校から民間プール等活用を本格実施 

※建替え・新設等の学校については、順次、個別に検討
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（様式 １） 

事  故  報  告  書( 第 一 報 )

事故発生日時 令和６年７月１日（月曜日） 午後４時15分頃 天候：曇り 

事故発生場所 
福岡市中央区渡辺通４丁目 

渡辺通り 新川橋交差点 

相 手 方 

住 所 

氏 名 

事故の概要 

令和６年７月１日午後４時 15 分頃、教育委員会職員部職員課の会計年

度任用職員が、学校訪問を終え本庁舎へ戻るため、庁用自動車にて福岡市

中央区の渡辺通りを北向きに走行していた。 

渡辺通４丁目の新川橋交差点に進入した際、前方が渋滞し交差点内に停

車したところで信号が黄色に変わったため、右隣の車線へ車線変更しよう

とハンドルを切ったところ、後方から走行してきた相手方車両の左側面に

庁用自動車の右前方部が接触し、相手方車両は左側面が前方から後方にか

けて損傷し、庁用自動車は右前方部が損傷したもの。 

損害の程度 

相 

手 

方 

人的損傷 なし 

物的損傷 左前フェンダー、左フロントドア、左リアドア等 

市 

側 

人的損傷 なし 

物的損傷 フロントバンパー、右前フェンダー、ホイール等 

 過 失 割 合 及 び 損 害 賠 償 額 は 現 在 交 渉 中 

21

12041
テキストボックス
※福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められるおそれのある情報については、掲載しておりません。

12041
テキストボックス
※福岡市情報公開条例に定める非公開情報と認められるおそれのある情報については、掲載しておりません。



事故現場見取り図 

庁用自動車 
相手方車両 

中央線 

天 神 北 方 面 

第三車線 第四車線 

事故現場 

地図 

平面図（新川橋交差点）

リッチ
モンド
ホテル

星野 

ビル 

トヨタ
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事故車両写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【写真１】相手方車両損傷箇所 

【写真２】庁用自動車損傷箇所 
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様式１－１

１　契約概要

（うち消費税及び地方消費税相当額　351,300,000円）

（うち消費税及び地方消費税相当額　351,320,000円）

（うち消費税及び地方消費税相当額　316,188,000円）

　【参考】　入札参加者一覧

区分

地場

元岡地区中学校校舎等新築工事請負契約の締結について

工事件名 元岡地区中学校校舎等新築工事

工事概要

【校舎棟※講堂兼体育館含む】
構造：鉄筋コンクリート造・４階建て
延床面積：10,293.18㎡
建築面積：4,349.86㎡

【部室棟】
構造：鉄筋コンクリート造・平屋建
延床面積：113.40㎡
建築面積：113.40㎡

【駐輪場・ゴミ置場】
構造：鉄筋コンクリート造・平屋建
延床面積：50.40㎡
建築面積：50.40㎡

摘要（別途工事）

○空調設備工事
○衛生設備工事
○電気設備工事
○ガス設備工事
○黒板工事
○内部体育施設工事
○木製建具工事
○グラウンド整備工事
○外構工事
○防球ネット整備工事
○EV工事
○太陽光工事
○ろ過設備工事工事場所 福岡市西区大字周船寺字ユタメ175番地2外

工事期間 令和６年６月１5日　から  令和８年１月16日まで

入札方法 総合評価落札方式による制限付一般競争入札

開札年月日 令和6年6月12日

契約年月日 令和6年6月14日

落札者 西鉄・博栄・岩堀建設工事共同企業体

契約価額 3,864,300,000円

名称 備考

予定価格 3,864,520,000円

失格基準価格 3,478,068,000円

西鉄・博栄・岩堀建設工事共同企業体
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２　入札結果

　（１）技術評価点の内訳

60.0

2

162.0

※配点欄の企業の信頼性・社会性（-2）は、企業評価項目の小計に含まない。

　（２）入札価格

　（３）評価値

加算点　a+b

　競争入札参加停止措置状況

技
術
者

の
能
力

小計　a

　資格の保有状況

　構造体コンクリートの品質確保について

　［工事特性］
　 本工事は、長期的に使用される中学校の新築工事である

　現場作業時における労働災害防止対策について

　［工事特性］
   本工事は、外部足場での高所作業や重機作業を多く伴う工事である

標準点　c

62.0

提
案
項
目

　　　評価値　Ａ/Ｂ×α　（αは数値調整のための係数）

　　　　　　　　　　　　　　　　  （予定価格10億円以上の場合、α＝1,000,000,000）

(-2)

1

技術評価点A　（a+b+c）

100

企
業
評
価
項
目

 
企
業
の

　
施
工
能
力

品質管理への取り組み 1

小計　b

企
業
の

信
頼
性

　
・

社
会
性

配点

項
目
３

15

項
目
１

15

評価項目

　　　入札価格　Ｂ　（単位：円） （消費税及び地方消費税相当額を除く価格）

項
目
２

項
目
4

　現場周辺に対する振動・騒音・粉じん対策について

15　［工事特性］
　 本工事は、住宅等が近接する場所での施工となり、施工中においては振動・騒音・粉じんの
発生を伴う工事である

技
術
提
案

　［工事特性］
   本工事は、通学路に指定されている見通しが悪い前面道路から現場への入退場を行う工
事である

15

　前面道路における第三者への安全対策について

※
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様式２
（単位：点）

区分 提案数

A（3.00） 0

B（2.25） 1

C（1.50） 0

D（0.75） 0

E（加算点なし） 0

A（3.00） 0

B（2.25） 1

C（1.50） 0

D（0.75） 0

E（加算点なし） 0

A（3.00） 0

B（2.25） 1

C（1.50） 0

D（0.75） 0

E（加算点なし） 0

A（3.00） 0

B（2.25） 1

C（1.50） 0

D（0.75） 0

E（加算点なし） 0

落札者

2.25

点数

名
称

1.000

100

1.000

2.25

西鉄・博栄・岩堀建設工事共同企業体

9.00

111.000

11.000

減点なし

2.000

3,513,000,000

31.596

2.25

2.25

26



様式３

　３　落札者の技術提案の概要

　（参考）評価項目の内容

企業評価項目

前面道路における第三者への安全対策について

評価内容評価項目

　 本施設は、中学校として長期的に使用される重要な施設であることから、構造体コンクリートを密実で良質なものと
するための品質管理が重要であり、これらを踏まえた効果的な提案がなされた。

構造体コンクリートの品質確保について

　 本工事は、住宅等に近接しているため、現場施工時において発生する振動・騒音・粉じんに対し、十分な対策を講じ
ることが重要であり、これらを踏まえた効果的な提案がなされた。

現場周辺に対する振動・騒音・粉じん対策について

　 本工事は、外部足場での高所作業や重機作業が多くあるため、労働者の墜落防止や資機材の落下防止、重機との接
触事故防止など、労働災害防止対策が重要であり、これらを踏まえた効果的な提案がなされた。

現場作業時における労働災害防止対策について

　 本工事は、資機材の搬出入を含む現場の入退場のすべてが南側出入口の１箇所で行われるが、前面道路の見通しが
悪く、また通学路に指定されていることから、現場出入口から前面道路東側のさいとぴあ西交差点における歩行者や
一般車両などの第三者への安全対策が重要であり、これらを踏まえた効果的な提案がなされた。

　資格の保有状況
技
術
者

 
の
能
力

企
業
の
信
頼
性
・

社
会
性

項
目
１

項
目
4

項
目
２

項
目
3

　競争入札参加停止措置状況

競争入札参加停止等の措置を受けた者で、公告日に、競争入札参加停止期間
満了日の翌日を起算日とする競争入札参加停止期間と同期間が係る場合に、
評価点を減点する。
（JV案件：構成員の中に対象者が含まれる場合は、一律２点（Ｅ評価）の減点と
する）

入札公告日時点で、ISO9001の取得があれば優位に評価する。
 （JV案件：構成員毎に評価点を算出し、その平均点を採用）

入札公告日時点で、入札者が提示する配置予定技術者の監理技術者資格者
証の保有期間により評価する。

企
業
の

　
　
施
工
能
力

　品質管理への取り組み
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